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域にっいて,そ れぞれ研究を進めてきた。そ して,『幼児教育法 ・自然 〈理論
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貫 く考}方 を明確にし,幼稚園 ・小学校教育の一貫性(以 下 「幼小の一貫性」
とする)に 基づく望ましい自然教育のあ り方を探 ることになった。
1.研 究 の 目 的
子どもは本来野生的な輝 きをもつものである。野外に立つ ときの子どもは,
その子 どもの世界特有のひらめきを働かせ,自 らのいぶきに共感 しながら身の




ことによって,自然の事物 ・現象に対 してさまざまな疑問を抱き,そ の疑問を
解決するために子どもなりに考え,さ らに深 く自然に触れ ることを とお して科
学心が芽ばえて くる。そして,道具を持って自然に働きかけ,自然物を加工 し
て製作することによって手と頭を結合 し,その過程で素材の性質を知るととも
に,日常生活に必要な道具の使用に習熟 してい くのである。その うえ,幼 いこ
ろに思 う存分 自然の中で遊びまわ り,自然に触れる楽 しさを知っていることは
将来の自然保護精神の基礎になるはずである。そのほか,子 どもたちが自然か
ら獲得するものをあげれば,枚挙にいとまがない。
ところが,これ らの重要な働 きをする自然が子 どもたちの周囲から急速に姿
を消 しつつある。それに伴って,子 どもたちは,自然に浸って思 う存分自己を
発揮できる場所 と機会が非常に少なくなった。映像文化の発達,エ レクトロニ
クスを駆使 した玩具の出現,さ らに核家族化に伴 う閉鎖的な家庭生活がこの傾




豊富であるが,実 物に触れないままにテレビや図鑑などか ら得た借 りものの知
4
識であること等が指摘されだ して久しい。
このような時代にあって,子 どもに自然に触れる楽 しさを体験させて,自 然
の美しさや精妙さを感 じとらせ,それ らを基底にして自然の事物や現象につい
て認識 させる自然教育の果たす役割は極めて大 きいと考}ら れる。
子どもに,自然に触れる楽 しさや,自 然の美 しさを体験させるためには,ま
ず指導者自身がその楽 しさを知っていなけれ ば な らないのはいうまでもない
し,自然に関して高い意識をもっていることが必要である。さらに指導者であ
る教師は,自然の中で子どもが抱 く素直な疑問を受けとめて,彼 らが疑問解決



















基礎資料 となるのみならず,形 式や技巧の指導ではなく,子どもの本性に した
がって成長を助ける力を身につけた指導者像を描こうとするう}の基礎資料 と
もなる。さらに,幼 稚園 ・小学校の教員養成課程をもつ大学 ・短大のカリキz
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地域別では,大 都市 出身 者(以下 「大都市」 とする)80名,周辺都市出身者
(以下 「周辺」 とする)163名,郡部出身者(以下 「郡部」 とする)100名,学
　
生 ・教師別 では,学 生275名,教師68名となってい る(図 一1)。
男 女 別 生育地域別 学生 ・教師別
図一1調 査対象の内訳
調査内容は次)'YY`.示す通 りである(詳細は参考資料参照)。










設問⑦ あなたが飼育 したいと思 う動物は何ですか。










「自然」 とい う言葉か らイ メー ジす るものは,「 空気 ・水」群が39.6%と圧
倒的に多 く,次 いで,「 み ど り ・野原」群 の16.7%,「動植物」群 の11.1%と
なってい る(表 一1)。
表一1自 然に対するイメージ(全体)%
黠輾 曝 一 嘸答」
39.62.55.73.62.116.70.412.311.12.61.77.74.0
男女別 にみ る と,「空気 ・水」群については,男 子31.7%,女子41.6%,「み
ど り ・野原」群 については,男 子15.9%,女子17.0%,「動植物」群 について
は,男 子9.0%,女 子11.6%といずれ も女子が男子を上 回った割合 を示 してい
る。 しか しその一方,「環境 ・公害」群(男 子4.8%,女子2.2%),「ル ソー ・
エ ミール 」群(男 子3.2%,女子1.3%),「田舎 ・素朴」群(男 子6.3%,女子
3.0%)においては男子 の方 が割合が高い(図 一2)。
生育地 域別にみ ると,「 空気 ・水」 群(「大都市」35.8%,「周辺」38,2%,
「郡部」44.7%),「み ど り ・野原」群(「大都市」15.0%,「周辺」16.2%,
「郡部」19.0%),「動植物」群(「大都市」5.8%,r周辺」13.1%,「郡部」
12.0%)においては,「 周辺」 「郡部」 が 厂大都市」を上回 る割合を示 して い
る。逆 に,「 田舎 ・素朴」群(「大都市」7.1%,「周辺」2.0%,「郡部」3.3
%),「 そ の他」群(「大都市」10.0%,「周辺」9.0%,「郡部」3.7%)にお
いては,「 大都市」 が高 い割合を示 してい る。特 に 厂そ の他」群 の回答の中)/Y
は,驚 異,感 動 尊 さ,力 強 さ,厳 しさ,恐 しさ等 自然へ の畏敬 の念をイメー
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男 子 女 子
図一2自 然に対するイメージ(男女別)
0と 「大都市」 「周辺」 が高 い割合を示 してい るが,「 郡部」 の0は 注 目に値
しよ う(図 一3)。
自然に対す るイ メー ジにつ いて は,被 調査者 の子 どもの頃の生活 の周辺 に数
多 く存在 した と思われ る,草 花,樹 木,小 魚,チ ョウ,カ エル,ニ ワ トリ等を
見た り,飼 育,栽 培 した経験 の差が 「大都市」 と 「郡部」 のイメージの差 とな
ってい ると考 え られ る。逆 に 「大都市」 は 「田舎 ・素朴」 といった漠然 とした















男子は 「公害 ・災害」群や,「 ル ソー ・エ ミール」群のように自然にかかわ
る学者をイメージした者が女子 より高い割合を示 してお り,環境公害や自然保
護,自 然科学に対す る関心度 ・興味は男子の方がやや高いとい}よ う。
② 身近な自然の変化についての認識(設 問②)
子 どもの頃 と比較 しての身の周 りの自然の変化についての認識は,「 田畑 ・
⑬
山林」 群 が24.4%,厂宅地 化 ・舗装」群が25.7%とこの2つ の群 で回答 の半数
を 占めて い る。以下,「 動植物」群13.3%,厂空気 ・水」 群11.0%となってい
る(表 一2)。
男女別V'みると,回 答 の傾向はそれ程顕著 な差はみ られ ないが,「天体現象」
表一2身 近な自然の変化についての認識(全体)%
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群 は男子5.3%,女子1.8%と男子 の割合 が高 い(図 一4)。
生育地域別にみ ると,r田 畑 ・山林」群 は 「大都市」26.2%,「周辺」24.9




















気 ・水」群 は 「大都市」6.7%に対 して,「 周辺」 「郡部」 は12.3%と「大都
市」 の約2倍 の割合 を示 している。 「その他」群(「大都市」5.4%,「周辺」
5.1%,「郡部」9.0%)では 「郡部」が高い割合 を示 して いるが,特 に 「人工
的 自然 の増 加」 とい う回答が多 い。 また,「 無答」 は 「大都市」19.2%,「周
辺」17.8%,「郡部」10.7%と「郡部」 の割 合 の 少 な さ が顕著 である(図 一
5)o
自然の変化 に対す る認識 については,男 女別 ・生育地域 別共,「 田畑 ・山林」
群 と 「宅地化 ・舗装」群が回答ゐ半数 を占めてい るが,都 市化 に よる周辺 の環
境 の変化 に大 きな関心が寄せ られてい るとい}よ う。 また,「 空 気 ・水」群に
っいては,生 育 した地域 と現在の生活環境(主 として京都 ・大阪 とい う大都市
に生活 して い る者 が多 い)の 顕著な違いの認識 が,「 周辺」 「郡部」)'Y高い割
合を示 させ た とい}よ う。 「天体現象」群 につ いては,自 然科学や環境公害 に
対す る 日頃 の関心度が女子 よ り男子の方が高 い といえ よ う。 さ らに,「 郡部」
の 「無答」 の割合 の低 さは注 目に値 し,自 然 に対す る高 い意識を示 してい ると
いえ よ う。
③ 自然 破壊についての意識(設 問③)
自然破壊 について どの ような考Z..方を もっているか,3つ の考}方 を示 し意
見 を求 めた。 「開発 と自然保護 の両方を考え るべ きである」 が80.2%を占め,
「開発 よ り自然保護 が大切 であるJは18.8%,「そ の他」1・0%とな り 「開発の
た めには仕 方の ない ことである」は0で あ る(表 一3)。
表一3自 然破壊についての意識(全体)%
驟 を聾翳方i翳黙 驛舘方}鸚嬲 然剛 その他1鰭
0 80.2 .. 1.00
男女別 ・生育地域別においても特筆すべき差はなく,自然破壊に対する一般
的な考え方 ととらえてもよいであろ う(図一6,図 一7)。





























ことに よって不安を感 じてい るところが多分 に影響 してい ると推測 され よう。
④ 休 日の外出場所(設 問④)
休 日の しか も子 どもを連 れての外 出 とい う設定で,あ る程度 回答 が制限 され
る と考え られ るが,「野山」(61.4%)を筆頭 に,「動物園」47.6%,「海」44.7
%,「 公園」32.3%,「遊 園地」26.4%,「スポーツ施設」21.6%の順 となっ
てい る(表 一4)。



































男 子 女 子
図 一8休 日の外 出場所(男 女 別)
%,女 子34.6%)にお いて女子の方が高 い割合を示 してい る。そ して,「野山」
(男子64.6%,女子60.3%),「スポーツ施設」(男 子35.1%,女子19.3%),
「映 画館 」(男 子3.6%,女子1.4%)において男子 の方が高い割 合を示 してい
る。 また男子は3つ の選択範囲があ るに もかかわ らず,全 てに回答 した者 は女
子 よ り少 ない(図 一8)。
生育地 域別にみ ると,「 野山」(「大都市」65.8%,「周辺」64.3%,「郡部」
62.3%)においては殆 ど差 はみ られないが,「 公園」(「大都市」36.8%,「周
一97一
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辺」33.1%,「郡部」27.6%)Y`いては 「大都 市」 「周辺」が,「 遊 園地」
(「大都市」17.6%,「周辺」30.6%7「郡部」28.4%)にお い て は 厂周辺」
「郡部」 が,厂 動 物 園」(「大 都市」48.2%,「周辺」45.7%,「郡部」50.9
%),「 水族館」(「大都市」2.4%,「周辺」6.6%,「郡部」8.6%),「デパ
ー ト」(「大都市」0.9%,「周辺」1.1%,1「郡部」3.8%)においては,厂 郡
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図一9休 日の外出場所(生育地域別)
以上の結果 より考}xられることは,子 どもを連れての外出であ り,上位にあ
る場所が今日の社会事情(都 市化現象 ・家族構造等)か ら自然を吸収すること
が可能な場所を選択 した もの と考え られる。ただ,「郡部」が 「水族館」や
「動物園」 といった人工の観察施設や 「デパー ト」や 「遊園地」といった娯楽
施設においてやや高い割合を示 しているのは注目され よう。





とは限 らないが,何 らかのかかわ りをもっていると考えての設問である。
⑭
予想 され た よ うに 「犬猫等のペ ッ トにな る哺乳類」が11.1%で1位を占め,
以下 「魚」6.9%,「小鳥」5.1%となってお り,「 ニ ワ トリ」(1.2%),「昆
虫」(0.7%),「家の中で飼育 できない哺乳類」(0.6%),「爬虫類 ・両生類」
(0.4%),「大型鳥」(0.2%)は極 く少数 であ る(表 一5)。
表一5動 物飼育の状況と飼育への関心(全体)%


































男 子 女 子
図一10動 物飼育の状況 と飼育への関心(男 女別)
100%
男女別にみ る と,殆 ど差 はみ られ ないが,「 犬猫等 のペ ッ トに なる哺乳類」
(男子7.3%,女子11.9%)でやや女子 の割合 が高い(図 一10)。



















大都 市」 「周辺都市」.「 郡 部」
図一11動 物飼育の状況と飼育への関心(生育地域別)
の割合が高 く,「 大都市」「周辺」 は同 じような傾 向を示 している(図 一11)。
家庭におけ る動物飼育 につ いて は,現 在の住宅事情(高 層化,マ ンシ ョンの
普及や地域共同社会 の崩壊等)か ら飼育 していない家庭が少 な くとも4分 の1
ら　
に達す る状況であ る。 そ して,そ の中で飼育 してい る動物 は 「犬猫等のペ ッ ト
にな る哺乳類」,厂魚」,「小鳥」等手軽 に飼え るものが殆 どである。
「郡部」 の飼育が多い とい うことは,現 在 も郡部 に郷里 を持 ってい る者が多
くあ り,そ こでの飼育 も含 めての回答 である と思われ る。 「家 の中 で飼育で き
ない哺乳類」(「郡部」1.7%)の全 てが 「ウシ」 であ ることか らも伺 え る。
ii)飼育へ の関心
飼 育 した い動物を聞 くことに よって動物飼育への関心 をみ ようとす るもので
あ る。
まず,「 無答」が51.5%の高い割合 を示 してい ることが注 目され る。飼育 し
たい動物 としては,「 犬猫等のペ ットにな る哺乳類」29.9%,「小鳥」7.7%,
「家の中で飼育で きない哺 乳類」6.1%の順 となって いる(表 一5)。
男女別にみ る と,「 犬猫 等のペ ットになる哺乳類」(男 子26.6%,女子30.7
%)が 多いが,第2位 と して男子は,「 家 の中で飼育で きない哺乳類」(男 子
10.4%,女子5.1%)が占め,女 子 は 「小鳥」(男子2.6%,女子8.8%)が占め
てい るのが特徴的 であ る(図 一10)。






おいても 「周辺」が他に比べて高い割合を示している。さらに 「周辺」は 「ニ





































で約半数 を占めているが,女 子は 「花壇 の花」 を,男 子は 「樹木」 を好 む傾 向
を示 して いる(図 一12)。
生育地域別 にみる と,「 無答」(「大都市」25.8%,「周辺」15.1%,「郡部」
9.7%)が示す よ うに 「郡部」「周辺」 「大都市」 の順で多 く栽培 され ている。





































厂郡部」 の割合が高 いが,「 樹 木」 は 「大都市」17.1%,「周辺」20.2%,「郡












植物栽培の状況と比較 して関心が薄 く,「無答」が46.6%もあった。栽培 し
たいと思 う植物は,「花壇の花」が31.5%,以下 「果物」6.2%,「野菜」5.2
%,「樹木」4.9%,「野草」3.5%の順 となっている(表一6)。
男女別 にみると,「無答」が女子の43.8%に対 して,男 子58.8%と女子の方
が植物栽培に対して関心度が高い といえよう。栽培 したい植物としては 「花壇
の花」(男 子23.4%,女子33,3%)が高い割合 を示 している。 次いで女子は





には 「大都市」 「周辺」は 「果物」に,「郡部」は 「野菜」に関心を示 してい
るのが特徴的である(図一13)。
植物栽培への関心については,男 子よりも女子の方が,「 大都市」 「周辺」
よりも 「郡部」の方が関心が高い といえる。そ して栽培 したい植物は 「花壇の
花」が中心である。
しかし,家庭での栽培状況が多いのにもかかわ らず,自 らが栽培するとなる





幼稚園保育 内容の好 き嫌 いを聞いた ものであるが,被 調査者 の中には小学校
教 員養成課程 のみの履 習者 も含 まれ ていて,彼 らは この設 問につ いては回答を
していないので,「 無答」 につ いて は考察 より省 く。
「好 き」 については,「 音楽 リズム」(22.8%)と 「絵 画r」作」(17.6%)
に人気 が集 中 してい る。 その ような中で,厂 自然」の11.8%はいわゆ る実技を
伴 う領域以外 の中では一 番高い割合 であ る(表 一7)。
男女別 にみる と,「 音楽 リズム」(男子5.8%,女子27.3%)と「絵画製作」
(男子10.8%,女子19.8%)においては女子 が高い割合 を示 してお り,男 子 は
「社会」 を除 いて各領域間にそれ程 の差 はみ られ ない(図 一14)。
生育地域 別にみる と,「 音楽 リズ ム」(「大都市」19.8%,厂周辺」27.i%,
表一7幼 稚園保育内容の好き嫌い(全体)0





































14.0%)の2領域が高い割 合を示 して いるが,「周辺」 が中で も高い。「自然」
について は,「 大都市」&6%,「周辺」14.0%,「郡部」15.0%と「周辺」「郡










「大都市」 「周 辺」 「郡 部」
図一15幼 稚園保育内容の好き嫌い(生育地域別)
「嫌 い」 については,「 好 き」 で1 ,2位 を占めていた 「音 楽 リズ ム」 厂絵
画製作」 が同様 に上位 を占めてはい るが(厂絵画製作」20.2%,「音楽 リズム」
11.9%),「社会」 がi7.o%と嫌 いな領域 として高い割合 を示 してい るのが注 目
され る({表一7)。 ・ 匚
男女別 にみ ると,男 子は6領 域 間にそれ程差 はないが,女 子は 「絵 画製作」
(23.2%),「社会」(19.0%),「音楽 リズム」(12.8%)が高 い割合 である
(図一14)。
生育地域 別にみ ると,「 絵画製作」(「大都市」13.3%,「周辺」18.3%,「郡
部」27.7%),「社会」(厂大都市」13.4%,「周辺」18.6%,「郡部」16.8%),
「音楽 リズム」(厂大都市」9.5%,「周辺」10.4%,「 郡部」17.8%)が上位




幼稚園の保育内容についてはそのね らいが比較的明確に捉}ら れ,特 別な技
能を伴 うとい うことから 厂音楽 リズム」と 厂絵画製作」を好きとする者が多い
が,そ の反面,特 別な技能 を伴 うが故に敬遠される割合も高いとい}よ う。
「社会」は 「好 き」で低い割合を示 し,「嫌い」で高い割合を示 している不人
気領域であるが,6領 域の中核的存在であるが故に,ど の領域のね らいを達成
する場合にも必ず 厂社会」のね らいが関連するとい う特殊性からか,漠然とし
た捉x方 がされているのではないかと考え られる。 「自然」については,比較

























男女別 にみ る と,男 子は 「体 育」 「算数」 「社会」 「図工」 「国語」 の順 で
あ り,女 子 は 「算数」 「音楽」「国語」「体育」 の順で好 まれてい る。 「理科」
については男子5.8%,女子9.4%と低 い割合 である(図 一16)。
生 育地域 別にみ 為 と・ 「大都市」は 「体 育」 が・「周辺」 は 厂算数」 が・「郡
部」は 「国語」 が1位 を占めている。 「図工」(「大都市」9.8%,「周辺」4.9
%,厂 郡部」4.0%),「音楽」(「大都市」14.8%,厂周辺」13.8%,「郡部」
11.3%)は「大都市」程好 きな割合が高い。「理科」 については,領 域 「自然」
と同様 「大都市」3.0%,「周辺」10.0%,「郡部」10.4%と「周辺」「郡部」
に好 まれてい る(図 一17)。
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しているが,男子については 「理科」はr家庭」 「音楽」 厂算数」に次いで第
4位である。女子の 「無答」53.6%は嫌いな教科なしと判断すべきなのか注目
される割合である(図一16)。
生育地域別にみると,「理科」 と 「社会」の 割合が全く逆になってお り,「郡
部」程 「理科」を嫌い,「大都市」程 「社会」を嫌 う傾向にあるといえる(図
一17)0







お靴で 踏むのは かわいそ う
　
あちらの道から まわ りましょう
この歌を 「音楽 リズム」の領域として指導するか,「 自然」の領域 として指
導するか,つ ま り,秋の花を うたった歌 として指導するか,生物を慈 しみかわ
いがる精神へと導 くかは指導者の姿勢の如何であろう。ここに自然教育におけ
る教師の果す役割の重要性がある。このことは,一朝一夕で身につくものでは










域 「自然」(身 近な自然を対象としている)において比較的好 まれているにも




のあ り方が再考 され るべ きであろ う。
次に女子の自然に対す る意識 ・認識の低さを挙げざるを得ない。動物飼育や
植物栽培における高い割合に比 して 「理科」嫌いと,自然科学や環境公害等い
わゆ る自然界全般に対する意識 の低さは,「理科に弱い女子」を立証 したこと
にな り,その面での指導のあり方も検討されるべきであろう。
皿.研 究の展望 と発展
本研究 の展望 と発展を,、自然認識に関する調査の必要性 との観点か ら,その
背景をなす と考え られる内容についてみてみたい。
画聖 ミレー伝の中に,次 のような内容がある。
祖父が幼少のミレーを子守 りしなが ら,一 日一日の落 日を指さし,お 日様が
一日のお務を終xて ,今お休みになるところ といって共に拝んだ ことが,ミ レ
ーの一生を貫 く敬けん至純な性格の基礎を培 ったとい う。
これは何を意味するのであろうか。幼児期 ・児童期にある子どもたちが 日常
の生活の中で自然V'接しながら心の中に描 く真実の姿であ り,それは,四季V'1...
咲 く花のしくみに対する驚 きであ り,虫の営みに心を うたれる姿である。さら
に,夜 空に輝 く星座の変化に対するさまざまな空想でもあろう。
このことは,子 どもたちが野外に立つ ときの姿であ り,子ども特有の自然へ
の働きかけ,鼓動でもある。そ して,そ こか ら自然の働 きに対する共感が生ま
れ,子 どもたちは能動的な疑問をもつ ことにもつながると思われる。この疑問













され,さ らに,学校制度の指針 ともいうべき 「学校教育法」が制定され,これ
が契機 となって,幼小の一貫性の問題が新 しい展開をみるに至ったのである。
このように,小学校6年,中 学校3年 の義務教育制度の実施 とともに,幼稚
園も学校体系の中にその位置が与えられること之なったのである。
すなわち,小学校では,学校教育法第17条に;「小学校は,心身の発達に応
じて,初等普通教育を施す ことを目的とする」 と定め,さ らに,この目的実現
のために8つ の目標を詳述 している。
同様に して,幼権園においても,同法第77条に 厂幼稚園は,幼児を保育 し,





なお,こ の 『保育要領』において,小学校 との連絡 として,次 のことを示 し
ている。 厂保育所や幼稚園の幼児たちは,自分たちが受けてきた教育の効果を
もって,小学校に入学する。 したがって,小学校 とあらか じめよく連絡をとる
ことも,また欠 くことのできないことである。特に低学年の先生と密接な連絡





され,昭 和31年12月に 『幼稚園設置基準』が改訂にな り,つづいて 『幼稚園教
育要領』 竜,昭和39年度に改訂され,幼 小の関連の度合が一層強まりをみるに
至ったのである。
以上,戦 後における幼小の関連につ い て,教 育ゐ法令 とその実施状況を目
的 ・性格の両面から概観 してみた。








この4つ の目標の内,(1)～(3)は,理科教育へ,(4)は,算数科教育へ と発展 し
てい くと考}る のが一般的である。
そこで,こ の4つ の目標を,小学校教育における理科教育,さ らに算数科教
育 との関連についてみると,次のようである。
理科教育については,教科学習の一般的な考}方 か らみると,児童の心理的












ると考}られ るが,現在,小 学校低学年における理科教育の実態は,そ の内容
や方法において必ず しも十分でないことが指摘され,改 善すべき点があると考
え られる。したがって,自 然の認識を考える場合には,子 どもたちが自然事象




にす ることも大切な問題 となろ う。
次),Y,算数科教育についてみると,最近の幼児期にある子どもは,数 とい う
観点からみれば,か なり発達 しているものといわれているが,こ の問題は,小




の発達は,当然のこととして,幼児の数概念の発達 と経験 とを前提 とするもの
であるか ら,結局は,幼 児期における基礎的な数概念の発達過程の認識に関連
する問題になると考xら れる。














な変貌の中に生 まれ育ってきた被調査者の大部分は,こ の時期に幼児期,児 童
期を過 ごしてきている。戦前の緑多き自然の中で生活 してきた人々に とっては
考}ら れないことであろ うが,子 どもの生活ひ とつをとってみて も,さまざま
な変化が考}ら れる。
昔 と今の遊び,玩 具の違い,遊びの場の昔 と今,住 宅の事情,公 害k,大




このような事情に注 目してみると,今後の研究課題 として,次 のような項 目
が うかびあがってくる。




等が考え られ,本 研究を足場 として,次 年度以降において,発 展的に研究を
深め,も って 「自然教育の望ましいあり方」を追究していきたいと考}る 。
(未完)
註




③ 高橋司 ・宮脇陽三 「幼児の自然観察能力の育成方法についての一考察」(r佛教大学
大学院研究紀要』第8号)1980。
④ た とえば,柴 谷久雄 『遊びの教育的役割』黎明書房,1974。'守屋光雄r遊 びの保
育』新読書社,1977。
⑤ 森一夫他編r前掲書』











⑩ 大都市出身者とは,いわゆる7大都市,東京 ・横浜 ・名古屋 ・大阪 ・京都 ・神戸 ・
北九州の各市において子どもの頃過した者をさす。周辺都市出身者とは,7大都市以
外の都市出身者をさす。郡部出身者 とは,町,村 出身者をさす。
⑪ 学生 と教師別の結果については,比較検討 した結果,特筆すべき差異がなかったの
で考察から省くことにする。
⑫ 「空気 ・水」群には,空 気 ・水 ・風 ・海 ・山 ・川等が含まれる。 厂月 ・太陽」群に
は月 ・太陽 ・星 ・宇宙等が含まれる。 「無限 ・雄大」群には,無限 ・雄大 ・広大 ・大
きい等が含まれる。 「田舎 ・素朴」群には,田舎 ・素朴 ・自由 ・開放等が含まれる。
厂美しい ・すばらしい」群には,美 しい ・すぼらしい ・透明な ・透みきった等が含ま
れる。 「みどり・野原」群には,み どり・野原 ・木 ・林 ・森等が含まれる。 「環境 ・
公害」群には,環境 ・公害 ・自然保護 ・自然破壊等が含まれる。
⑬ 「田畑 ・山林」群とは,田 畑 ・山林等 の減少を意味する。 厂宅地化 ・舗装」群 と
は,土地開発や道路舗装の増加等を意味する。 「空気 ・水」群とは,空気 ・水 ・海 ・
河川等の汚染を意味する。 「動植物」群 とは,動植物の減少を意味する。 「季節感」
群 とは季節感がな くなる等を意味する。 「天体現象」群とは,見xる 星の減少 ・降雪
量の減少等を意味する。
⑭ 「犬猫等のペットになる哺乳類」には,イ ヌ ・ネコ・ウサギ ・ハムスター ・モルモ
ット等が含まれる。 厂家の中で飼育できない哺乳類」には,ウ シ ・ウマ ・ゾウ・キ リ





⑯ 「樹木」には,マ ツ・カシ ・キ リ等が含まれる。 「低木」には,ツ ツジ・サツキ ・
アジサイ ・ボケ ・ウメ等が含まれる。
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1.あなたは 「自然Jということばから何 をイメー ジしますか。3つあげて下さい.
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① 蛙康 ②書絵 ③i'撚④ 言語 ⑤絵Wi'.YN<⑥音楽 リズム
io.あなたは保育内容の中で嫌いなA1&はどれですか。 ほつ)
① 鮭碾 ②袿会 ③tlrq●.ras⑤絵醐 製作 ⑥音禁 リズム
11.あなたは小学校の数科の中で97きな教「聾はどれですか.(1っ1
① 国話 ② 筧数 ③埋科 ④ 社会 ⑤ 家庭 ⑤休育 ⑦ 図工 ⑧盲楽
12,あなたは小"tdkの敬科の中で嫌いな敏科はどれです か.(iつ}
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